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(57)【要約】
【課題】建築用パネルの、例えば室内側の表面材と室外
側の裏面材との温度や湿度等の相違によって反りが発生
することを防ぎ、かつ外観性に優れた建材パネルを提供
することである。
【解決手段】枠材からなる枠体Ｗの表面側に取着される
表面材１と該枠体Ｗの裏面側に取着される裏面材２とか
らなり、上記表面材１と枠体Ｗとの間および裏面材２と
枠体Ｗとの間にはそれぞれ抗張材４を介装するとともに
、上記枠体Ｗと抗張材４とで形成される空間には断熱材
３が充填されてなる建材パネルＡ。上記断熱材３の少な
くとも一部に真空断熱材３１が使用されてもよい。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枠材からなる枠体の表面側に取着される表面材と該枠体の裏面側に取着される裏面材と
からなり、上記表面材と枠体との間および裏面材と枠体との間にはそれぞれ抗張材を介装
するとともに、上記枠体と抗張材とで形成される空間には断熱材が充填されてなる建材パ
ネル。
【請求項２】
　上記断熱材の少なくとも一部に真空断熱材が使用されてなる請求項１に記載の建材パネ
ル。
【請求項３】
　上記表面材と裏面材とをそれぞれ防湿層で被覆してなる請求項１に記載の建材パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願発明は建材パネルに関する。さらに詳しくは、上下縦枠と左右横枠とからなる枠体
の両側に表面材と裏面材とを取着してなる建材パネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、戸建住宅やマンション等の集合住宅の建物の外装や内装には、上下縦枠と左右横
枠とからなる枠体の表面側に表面材を、裏面側に裏面材を貼着あるいは固着してなる建材
パネルが使用されている。通常、上記表面材と裏面材との間にはグラスウールやロックウ
ール等の断熱材が充填され、上記表面材を室内側に、裏面材を室外側に配設したとき、夏
期は高い外気温を遮り、冬期は冷気を防ぎ室内において結露等の問題が生じることがなく
、四季を通じて室内の居住環境を良好に保つことが図られている。
【０００３】
　一方、上記した建材パネルを木造建築物に用いる場合、耐火性能も要求される。そこで
、特開２００７－０３９９１５号公報には、木質材料で構成された木質下地と、木質下地
の室内側に取り付けられた第１石膏ボードと、第１石膏ボードの室内側に取り付けられた
アルミ層付ガラス繊維シートと、アルミ層付ガラス繊維シートの室内側に取り付けられた
第２石膏ボードとを含む木造建築物の耐火構造であって、アルミ層付ガラス繊維シートは
、少なくとも一方の面がアルミ箔によって覆われたガラス繊維シートからなる木造建築物
の耐火構造が提案されている。
【０００４】
　そして、上記アルミ層付ガラス繊維シートは、例えば重量が１３０～１７０ｇ／ｍ2、
厚さが０．１３～０．１７ｍｍであり、アルミ箔の厚さは０．０１～０．０３ｍｍである
ことが好ましいと述べられている。
【０００５】
　上記耐火構造の実施例として、該特開２００７－０３９９１５号公報の図２に示される
ように２枚の耐火構造の間にグラスウール保温板が設置された形態が記載され、上記構成
の木造建築物の耐火構造は優れた輻射断熱機能と耐火性能とを容易に備えることができる
、とその効果が述べられている。
【０００６】
　しかしながら、本願図５に模式的に示すように、例えば枠体Ｗと表面材１および裏面材
２とで形成される空間に断熱材３が充填された建材パネルＥを建物の外装に用いたとき、
建材パネルＥの厚み方向に対称な構造をとっていても、室内と室外との温度差あるいは湿
度差等の環境が異なる場合、反りが発生するという問題がある。
【０００７】
　例えば、冬期に室外気温が約５℃のときに室内で暖房して室温を約２０℃に保った場合
、室内側の表面材１は暖房熱や湿度によって本願図５に示すように引張応力が働いて伸長
する。一方、室外側の裏面材２は低温の外気温や冬期の低湿度によって圧縮応力が働いて
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収縮する。そして室内に凸となるような反りが発生する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－０３９９１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記したように建材パネルに反りが発生すると外観性が劣ったものとなるばかりでなく
、建て付けが悪くなり家屋自体の構造に悪影響を及ぼすという問題が生じる。本願発明は
このような状況に鑑みてなされたものであり、建物の外装用として用いたときや室内で部
屋と部屋との間仕切りに使用した場合等において、表面材側と裏面材側との温度や湿度等
の相違によって反りが発生することを防ぎ、かつ外観性に優れた建材パネルを提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本願請求項１に記載の発明に係る建材パネルは、枠材から
なる枠体の表面側に取着される表面材と該枠体の裏面側に取着される裏面材とからなり、
上記表面材と枠体との間および裏面材と枠体との間にはそれぞれ抗張材を介装するととも
に、上記枠体と抗張材とで形成される空間には断熱材が充填されてなることを特徴とする
。
【００１１】
　本願請求項２に記載の発明に係る建材パネルは、上記請求項１に記載の発明において、
上記断熱材の少なくとも一部に真空断熱材が使用されてなることを特徴とする。
【００１２】
　本願請求項３に記載の発明に係る建材パネルは、上記請求項１に記載の発明において、
上記表面材と裏面材とをそれぞれ防湿層で被覆してなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本願請求項１記載の発明に係る建材パネルにおいては、枠体の表面側に取着される表面
材と該枠体の裏面側に取着される裏面材とのそれぞれの間には、引張力に対する抵抗力の
強い材料、例えば、ガラス繊維を糸状に撚って網状に編み込んだガラスネット、あるいは
ガラス繊維紙等からなる抗張材が介装されているため、例えば、建物の外装用として用い
たとき、冬期に室内と室外の温度差や湿度の差等によって室内側に凸となるように反るこ
とを防ぐことができる。
【００１４】
　そして、上記表面材と裏面材との間に充填されたグラスウールやロックウール等無機系
の断熱材や発泡ポリスチレン、発泡ポリウレタン、ビーズ法ポリスチレン、エポキシフォ
ーム、フェノールフォーム、ポリエチレンフォーム等の硬質合成樹脂発泡体の圧縮成形品
、あるいは真空断熱材等が、夏期は高い外気温を遮り、冬期は冷気を防いで室内において
結露等の問題が生じることがなく、四季を通じて室内の居住環境を良好に保つことができ
る。
【００１５】
　本願請求項２記載の発明に係る建材パネルにおいては、上記断熱材の少なくとも一部に
真空断熱材が使用されてなるため、真空断熱材の有する特性によって建材パネル自体を高
断熱性で薄型かつ軽量とすることが可能となる。そして、運搬や工事現場への搬入が容易
となり、作業性よく建材パネルの施工を行うことができる。
【００１６】
　本願請求項３記載の発明に係る建材パネルにおいては、表面材と裏面材とをそれぞれ、
さらに防湿層で被覆してなるため、抗張材を介装することによる室内、室外温度差による
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表面材や裏面材の伸長、収縮の防止に加えて、雰囲気空気中の水分が表面材や裏面材に浸
透することを防ぐため、より寸法安定性に優れた建材パネルとすることができる
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本願発明の第１実施形態に係る建材パネルを示す横断面説明図。
【図２】本願発明の第２実施形態に係る建材パネルを示す横断面説明図。
【図３】本願発明の第３実施形態に係る建材パネルを示す横断面説明図。
【図４】本願発明の第４実施形態に係る建材パネルを示す横断面説明図。
【図５】断熱材が充填された公知の建材パネルを建物の外装に用いたときの反りの発生を
示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本願発明に係る建材パネルを住宅の外装用として用いた場合の実施形態を図面を
参照して詳細に説明する。図１は、本願発明の第１実施形態に係る建材パネルＡを示す横
断面説明図である。図１に示すように、上記建材パネルＡはフレームである枠体Ｗと抗張
材４とで形成される空間に断熱材３が充填されるとともに、枠体Ｗの表面側に取着される
表面材１が室内側に配設され、枠体Ｗの裏面側に取着される裏面材２が室外側に配設され
ている。
【００１９】
　上記表面材１としては、合板、化粧合板、ＭＤＦ等の木質系材料、石膏ボード、火山性
ガラス質複層板等の無機質系材料等の種々のボード体を用いることができる。また裏面材
２としては上記と同様に合板、化粧合板、ＭＤＦ等の木質系材料、石膏ボード、火山性ガ
ラス質複層板等の無機質系材料等のボード体が用いられ、表面材１として木質系材料を用
い、裏面材２として同系統の木質系材料を用いてもよい。
【００２０】
　また、表面材１として木質系材料、例えば化粧合板等を用い、裏面材２として無機質系
材料、例えば石膏ボードを用いてもよい。このように、表面材１と裏面材２の材料の組み
合わせは限定されることなく、外装用、内装用等、使用場面に応じて適宜材料を選択して
用いればよい。
【００２１】
　上記断熱材としては、発泡ポリスチレン、発泡ポリウレタン、ビーズ法ポリスチレン、
エポキシフォーム、フェノールフォーム、ポリエチレンフォーム等の硬質合成樹脂発泡体
の圧縮成形品や、これらをボード状に成形したものをあげることができる。また、無機系
の高密度のグラスウールマット、ロックウールマット等も用いることができる。また、後
記する真空断熱材を用いることもできる。
【００２２】
　上記枠体Ｗとしては、枠材すなわち、合板、集積材、ＭＤＦ等の木質材料を上下縦枠、
左右横枠としてフレーム構造としたものが用いられる。あるいはアルミ等の軽量金属を枠
体に加工して用いてもよく、とくに材料に限定されるものではない。
【００２３】
　図１に示すように、上記表面材１と枠体Ｗとの間および裏面材２と枠体Ｗとの間にはそ
れぞれ抗張材４が介装されるとともに、上記枠体Ｗと抗張材４とで形成される空間には断
熱材３が充填されている。この断熱材３が介在することによって夏期は高い外気温を遮り
、冬期は冷気を防いで断熱材の断熱効果によって省エネルギー化を図ることができる。
【００２４】
　上記表面材１と枠体Ｗとの間および裏面材２と枠体Ｗとの間にそれぞれ介装される抗張
材４としては、引張力に対する抵抗力の強い材料、例えば、ガラス繊維を糸状に撚って網
状に編み込んだガラスネット４１（第３、第４実施形態において表面側の抗張材４として
使用）、あるいはガラス繊維そのものを不織布のようにシート状に形成したガラス繊維紙
４２（各実施形態において抗張材４として使用）等をあげることができる。
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【００２５】
　この第１実施形態においては、上下の抗張材４、４のいずれもガラス繊維紙４２、４２
で構成している。
【００２６】
　上記抗張材４は、予め枠体Ｗの表面側と裏面側にアクリル系接着剤等で接着され、その
外表面に表面材１と裏面材２とを接着、釘打ち等の手段で取着し、かくして表面材１と枠
体Ｗとの間および裏面材２と枠体Ｗとの間にそれぞれ抗張材４を介装することができる。
【００２７】
　該抗張材４の装着操作性を良くするために、予めアルミ箔の表面に抗張材４をアクリル
系エマルジョン等を用いて一体的に貼着し、上記アルミ箔でバッキングされた抗張材４を
枠体Ｗの表裏面に接着してもよい。
【００２８】
　また、アルミ箔付きガラス繊維紙４２からなる抗張材４を予め表面材１および裏面材２
に接着した後に、これらの表面材１および裏面材２を枠体Ｗの表裏面に接着してもよい。
【００２９】
　上記のように構成された第１実施形態にかかる建材パネルＡは、図１に示すように表面
材１を室内側、裏面材２を室外側に配設する外装用として用いた場合、例えば、冬期に室
内を暖房によって、例えば約２０℃に保持するとき、表面材１の温度上昇による伸びは、
抗張材４を構成するガラス繊維の抗張力によって抑えることができる。そして表面材１の
寸法安定性をしっかりと保つことができる。
【００３０】
　一方、裏面材２は夏期の屋外温度が、例えば約３０℃のとき、該屋外温度による裏面材
２の伸長力は抗張材４を構成するガラス繊維紙４２の抗張力によって抑えられ、裏面材２
の寸法安定性をしっかりと保つことができる。このようにして、表面材１と裏面材２とが
温度変化による伸長が抑制され枠体Ｗの両側で十分に寸法安定性が保たれるため、反りの
生じることのない優れた建材パネルＡを得ることができる。
【００３１】
　図２は本願第２実施形態に係る建材パネルＢを示す横断面説明図である。図２に示す形
態においては、硬質ポリウレタンフォーム、硬質ポリフェノールフォーム等のボード状の
成形品を断熱材３として使用し、この断熱材３の周囲を残して中央部に凹部を設け、この
凹部に真空断熱材３１が納装されている。すなわち、上記断熱材３の少なくとも一部には
真空断熱材３１が使用されている。
【００３２】
　この第２実施形態においては、断熱材３の周囲が枠体Ｗを代用形成し、この枠体Ｗの内
部に真空断熱材３１を納装するとともに、ガラス繊維紙４２からなる抗張材４を介して裏
面材２を該断熱材３で形成された代用の枠体Ｗに取着する。一方、上記凹部の底面を構成
する断熱材３に表面側のガラス繊維紙４２からなる抗張材４を接着し、その上に表面材１
を接着する。
【００３３】
　ここで、真空断熱材３１とは、例えばグラスウール等の断熱材を芯材とし、この芯材を
ラミネートフィルムで包んだうえ、その内部を高い真空空間率（９０％超）で多孔質構造
としたものであり、真空による高断熱性を備えた、例えば厚さ４ｍｍの薄型断熱材を示す
。
【００３４】
　第２実施形態においても、ボード状の断熱材３と表面材１との間、および、真空断熱材
３１と裏面材２との間にはそれぞれガラス繊維紙４２からなる抗張材４が介装されている
ため、枠体Ｗの両側の表面材１と裏面材２の温度による伸長、収縮が抑制され該建材パネ
ルの寸法安定性が保たれる。従って、反りの生じにくい優れた建材パネルＢとすることが
できる。
【００３５】
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　図３は、本願第３実施形態に係る建材パネルＣを示す横断面説明図である。図３に示す
形態においては、第２実施形態における表面側のガラス繊維紙４２からなる抗張材４に代
えて、ガラス繊維を糸状に撚って網状に編み込んだガラスネット４１からなる薄型の抗張
材４を使用したものである。
【００３６】
　また、上記凹部の周囲を構成する断熱材３からなる代用の枠体Ｗとこの凹部に納装され
た真空断熱材３１とにはガラス繊維紙４２で形成した抗張材４を貼着し、且つ、該抗張材
４そのものが裏面材２とされている。このようにすることにより、枠体Ｗの両側で表面材
１と裏面材との寸法安定性が保たれた薄型で反りの生じることのない優れた建材パネルＣ
を得ることができる。
【００３７】
　図４は、本願第４実施形態に係る建材パネルＤを示す横断面説明図である。本願第４実
施形態においては、図３に示す上記第３実施形態において、表面材１の上面に防湿層５１
が被覆するとともに、代用の裏面材として用いられたガラス繊維紙４２からなる抗張材４
の外表面にも防湿層５２を被覆したものである。
【００３８】
　上記防湿層５１、５２としては、例えばポリ塩化ビニル樹脂、ポリエチレン樹脂、ポリ
プロピレン樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリエステル樹脂等公知の熱可塑性樹脂をシート状
に成形したオレフィン系シートもしくはオレフィン系フィルムが好ましく用いられる。上
記防湿層５１、５２を設けることによって、雰囲気空気中の水分が表面材１や裏面材２と
兼用して用いられた抗張材４に浸透することを防ぐため、温度による表面材１や裏面材２
の伸長、収縮の抑止に加えて、湿気による伸長、収縮をも防いで、さらに寸法安定性に優
れた建材パネルＤを得ることができる。
【００３９】
　上記した実施形態においては、本願発明の建材パネルを室内と室外とを隔てる外装用と
して用いた場合について述べたが、外装用のみならず内装用、例えば、エアコンを備えた
リビングルームを室内側とし、廊下やトイレ等の温度調整が十分でない室内空間を各実施
例における室外として、室内空間の間仕切り用として用いてもよい。
【００４０】
　さらに本願発明に係る建材パネルは、他の建材、例えば石膏ボード、化粧合板、アルミ
建材等と複合して用いることも可能である。このように他の建材と複合させることにより
、本願発明の建材パネルの有する薄型で断熱性の優れた特性と他の建材の有する遮音性等
の特性を組み合わせることによって、さらに優れた建材パネルとすることができる。この
ように本願発明は設計変更自在であり、特許請求の範囲を逸脱しない限り本願発明の技術
的範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００４１】
Ａ　　　本願発明の第１実施形態に係る建材パネル
Ｂ　　　本願発明の第２実施形態に係る建材パネル
Ｃ　　　本願発明の第３実施形態に係る建材パネル
Ｄ　　　本願発明の第４実施形態に係る建材パネル
Ｅ　　　断熱材が充填された公知の建材パネル
Ｗ　　　枠体
１　　　表面材
２　　　裏面材
３　　　断熱材
３１　　真空断熱材
４　　　抗張材
４１　　抗張材であるガラスネット
４２　　抗張材であるガラス繊維紙
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５１　　防湿層
５２　　防湿層

【図１】
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【図２】
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【図４】
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